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１．はじめに 

近年、マシンショップ（機械工作室）の利用者の中には機械知能システム理工学科の学

生だけではなく、他学科の学生も増えている。知能機械システム理工学科の学生は２年の

機械工作実習で工作室にある、旋盤・フライス盤・ボール盤など汎用機の使い方について

学ぶため 1 人で機械工作室を使用することが可能であるが、知能機械システム理工学科の

実習を受けていない学生でも、機械加工に興味があり、研究で行う装置の簡単な加工を自

分で行いたいと希望する学生も多く、その場合には職員がついて加工の指導を個別に行っ

ている。 

そこで、機械知能システム理工学科以外の学生を対象に、汎用機械の基礎的な使い方や

安全教育を指導することで、今後の機械工作室での加工を行う場合に、より安全に行える

ようにしたいと考え、今回の講習会を企画した。 

 

２．実施内容 

 機械工作室の多くの機械を扱えるようにするには時間が限られているため、今回は学生

の使用頻度の高い機械（フライス盤、ボール盤、コンターマシン）を中心に使用方法の指

導を行う。また、今回の機械加工でスマートホンホルダーを１人１個作ってもらい、最終

的に塗装まで行い、持ち帰れるようにした。 

講習のタイムスケジュールは以下の通りである。 

 ・機械工作室見学（１５分） 

 ・安全教育、工作室使用方法説明、本日の加工内容説明＜座学＞（２０分） 

 ・実技（加工演習） スマートホンホルダーの作製（４時間３０分-途中休憩有り） 

 

３．おわりに 

 今回、機械工作が初めての学生がほとんどで、時間配分がうまく行かず、１時間ほど工

作時間が長引いてしまった。次回以降は時間に余裕を持って講習が進められるようにタイ

ムスケジュールを決めたほうが良いと感じた。今回の講習を受講することにより、学生が

より安全な機械加工を行えるようになってくれることを期待する。 
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